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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月1日(2013.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１６０ダルトンから８０３００ダルトンの分子量を有し、少なくとも２つの反応性求核
基を含む、多糖類基体又はその誘導体と；
　少なくとも２つの求核反応性基を含み、分子量が２００ダルトンから１０００００ダル
トンの合成親水性ポリマーと；
　架橋剤と
を含む、ヒドロゲル組成物。
【請求項２】
　多糖類基体がキトサン、カルボキシメチルセルロース、カルボキシメチルキトサン又は
それらの誘導体である、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　前記合成親水性ポリマー基体が少なくとも２つの求核活性基を有するポリエチレングリ
コールである、請求項１記載の組成物。
【請求項４】
　前記架橋剤が少なくとも２つの求電子活性基を有するポリエチレングリコールである、
請求項１記載の組成物。
【請求項５】
　前記架橋剤がアルデヒドである、請求項１記載の組成物。
【請求項６】
　前記架橋剤がグルタールアルデヒドである、請求項１記載の組成物。
【請求項７】
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　前記架橋剤が熱処理されたグルタールアルデヒドである、請求項１記載の組成物。
【請求項８】
　前記組成物が増粘剤を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項９】
　前記組成物が発泡剤を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が生物学的活性剤と薬理学的活性剤の両方又は一方を含む、請求項１記載の
組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が可視化剤と放射線不透過性薬剤の両方又は一方を含む、請求項１記載の組
成物。
【請求項１２】
　前記多糖類基体がアルカリ性水溶液に可溶性である、請求項１記載の組成物。
【請求項１３】
　前記多糖類基体が少なくとも３０ｍＭの濃度で水溶液に可溶性である、請求項１記載の
組成物。
【請求項１４】
　溶液中で請求項１記載のヒドロゲル組成物の成分を混合し；
　前記溶液を十分な時間硬化し硬化ヒドロゲル組成物を形成し；
　前記硬化ヒドロゲル組成物を断片化し断片化ヒドロゲル組成物を形成する、
ことを含む、断片化ヒドロゲル組成物の製造方法。
【請求項１５】
　断片化が凍結粉砕と凍結破砕の両方又は一方を含む、請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記ヒドロゲル組成物が、完全に硬化または部分的に硬化した後に乾燥される、請求項
１４記載の方法。
【請求項１７】
　前記ヒドロゲル組成物が、乾燥後に断片化される、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記断片化ヒドロゲル組成物が大きさにより分画される、請求項１４記載の方法。
【請求項１９】
　特定の範囲の粒径が前記断片化ヒドロゲル微粒子から選択される、請求項１８記載の方
法。
【請求項２０】
　前記断片化ヒドロゲル組成物を使用前に再水和することを更に含む、請求項１７記載の
方法。
【請求項２１】
　請求項１記載の断片化ヒドロゲル組成物と；
　前記断片化ヒドロゲルを標的の領域又は組織に送達させる送達装置と、
を含むキット。
【請求項２２】
　前記断片化ヒドロゲル組成物が第一の容器に供給され、緩衝液が第二の容器に供給され
る、請求項２１記載のキット。
【請求項２３】
　前記断片化ヒドロゲル組成物用の前記容器が第一の注射器を含み、前記緩衝液用の前記
容器が第二の注射器を含む請求項２２記載のキット。
【請求項２４】
　前記断片化ヒドロゲル組成物用の前記容器がパウチを含み、前記緩衝液用の前記容器が
注射器を含む、請求項２２記載のキット。
【請求項２５】
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　前記断片化ヒドロゲル組成物と緩衝液が単一の注射器に供給される、請求項２１記載の
キット。
【請求項２６】
　前記注射器が二重室注射器であり、前記断片化ヒドロゲル組成物が前記注射器の第一の
チャンバに供給され、前記緩衝液が前記注射器の第二のチャンバに供給される、請求項２
５記載のキット。
【請求項２７】
　前記断片化ヒドロゲル組成物が容器中に乾燥微粒子として供給される、請求項２１記載
のキット。
【請求項２８】
　前記断片化ヒドロゲル組成物が容器中に半分又は完全に水和した微粒子として供給され
る、請求項２１記載のキット。
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